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電気通信大学　平成18年度シラバス

授業科目名 社会思想史Ｂ

英文授業科目名 History of Social Thought B

開講年度 2006年度 開講年次 １、２年次

開講学期 ２、４学期 開講コース・課程 昼間コース

授業の方法 単位数 2

科目区分 総合文化科目-人文・社会科学科目-

開講学科・専攻

情報通信工学科
情報工学科
電子工学科
量子・物質工学科
知能機械工学科
システム工学科
人間コミュニケーション学科

担当教官名 庄司　俊之

居室 非常勤講師

公開E-Mail 授業関連Webページ

JZM04216@nifty.com　 　

【主題および達成目標】

　思想は社会のなかから生み出され、なんらかの影響を社会へ投げ返そうと企てる。また、その社会のあ

りようは、歴史のなかで漸次変化していくものだろう。だから「社会思想史」で思想を学ぶということ

は、その思想の背後に存在する、ある歴史的段階のもとにある社会のありようを学ぶこととセットになら

ねばならない。

　本講義では現代医療に関するいくつかのトピックスをとりあげて、それを社会史的・思想史的な流れに

関連づけて論じていくが、受講者は、銘々に自由な意見をもちつつも、それが社会史的・思想史的な広い

視野のなかでどのような位置にあるのかを再確認して欲しい。ある思想的課題（とそれへの様々な対応の

仕方）を、思想の歴史や社会の歴史にむすびつけて理解を深める方法論を身につけることが本講義の目標

である。　

【前もって履修しておくべき科目】

なし

【前もって履修しておくことが望ましい科目】

社会思想史Ａ
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【教科書等】

　教科書は指定しないが、思想史に不案内な学生は何か１冊、概説書を用意しておくのが望ましい。たと

えば、木崎・阪上・筒井著「社会思想史」（有斐閣Ｓシリーズ、1890円）など。

　また、講義で扱う題材に関連して参照すべき文献をそのつど言及するが、さしあたり、熊野純彦「差異

と隔たり－他なるものへの倫理－」（岩波書店、3150円）第１部「所有と非所有の＜あわい＞で－自己所

有論をめぐる思考」などを参照のこと。

【授業内容とその進め方】

　「社会思想史Ｂ」では、現代の臓器移植をめぐる諸問題を社会史的・思想史的に読み解くことを主題と

する。

　講義では「社会思想史Ａ」で扱ったことを前提にしつつ、第１に、臓器移植をめぐる争点を切り分け

て、人格・所有・身体・功利主義原則などの諸論点について、どのような思想的な歴史があったのかを概

観していく。第２に、医療技術・医療政策の発展史を概観して、そのなかに臓器移植を位置づけてみた

い。そして、そこで生起した諸問題がどのように思想の領域にフィードバックしたか、また、臓器移植が

現代社会にどのような思想的課題を残したか、それを考察するのが第３の作業である。

　本講義では結論めいたことを提示するかも知れないが、むしろ思考の材料を得たものと受け止めて、銘

々の考えを深めてもらえればと思っている。

【成績評価方法及び評価基準(最低達成基準を含む)】

　２／３以上出席したうえで、節目々々で感想・疑問などを書いて提出してもらう。この提出物が３回以

上（予定）の学生に試験資格が与えられ、最終的な評価はレポートによる。レポートの課題は各自の自由

だが、講義との関連づけや思想史・社会史との関連づけを明確にする必要がある。この形式を満たしてい

れば「良」、不足していれば「可」、形式を満たす以上の内容が認められれば「優」とする。

【オフィスアワー：授業相談】

特に設けない。質問等は講義後、もしくは電子メ-ルで受け付ける。

【学生へのメッセージ】

　

【その他】

　


